
（仮称）まちづくりに係る総合的な条例

第3回意見交換会
令和6年11月20日 台東区 都市づくり部 都市計画課1



• 携帯電話、スマートホンをお持ちの方は、電源を切るか
マナーモードにご設定をお願いいたします。

• 意見交換会の記録作成のため、後方からの写真撮影と録
音をさせて頂きますので、ご了承ください。

《 お願い 》
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19:00-19:10
（10分）

1. はじめの挨拶
2. 本日の概要説明

19:10-19:25
（15分）

3．まちづくり活動の支援に関する事例紹介

19:25-20:45
(80分）

4. テーマ別意見交換会

20:45-20:50
（5分）

5.  とりまとめ・おわりの挨拶

本日の流れ

他地域で実施しているまちづくり活動に対する支援メニューとは？

アイスブレイク（自己紹介）
【テーマ1】それぞれの活動は、地域の課題解決や、地域の魅力向上に

向けてどのような役割をもつと思いますか？
【テーマ2】テーマ１で挙げた活動を実施するために必要な支援は？
グループごとに発表（20:30より）

※1人1分以内で名前や所属、意気込みを紹介します
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第２回意見交換会の振り返り
いただいた主なご意見

•上野における道路活用イベントを実施している。ひ
とにやさしいまちや居場所づくりを目指している。
「日常」「豊かさ」の価値の視点から見直したい

•養蜂やまちづくりたいとうの活動、北部地域でのA-
ROUNDの活動を行っている

•入谷のビルで、イベントスペース、シェアオフィス等
をやっている

•ウォークラリーや養蜂を実施している

•マンション理事会における活動、区内における設計
事務所としての活動、区有施設の点検、空き家対
策、よろず相談などを行っている

•台東区北部地域で、高齢者や障害者を含む生活
のケアを行っている。近年進んでいる市街地更新
が、地域にとって良いジェントリフィケーションとなる
とよい

•音楽（合奏、コーラス）のイベントを社会教育館４館
で実施している。まちづくりはソフト中心に支援をい
ただきたい

地域における活動

チーム1

•町会行事として、お祭りやラジオ体操などの活動を行っている。マンション住民と町会
の関わりが薄い印象である

•従来の住民に対し、外国人居住者が増え、次世代の新住民も想定され、そこに大き
なクレバス（深い割れ目）がある

•銭湯がなくなったことによるコミュニティ意識の低下がみられる

•マンションでの挨拶励行や、町会のもちつき大会への参加などでつながりを作ってい
る。その活動を継続していくために、活動場所や活動費用に対して行政サポートや
NPO等の支援余地がある

•マンション住民と商店街・町会との関係は、子どものつながりや集会場の活用で構築
しやすくなるのではないか

新旧の住民

•地域は何百年もの歴史があり、歴史を踏まえた議論が望ましい

•誰がまちづくりを担うのかがまず重要であり、上野はこのままでいいのかと課題認識
をもって、リスタートする

•まちづくりの目的、誰のためのまちづくりか（観光か住民かなど）を明確にし、様々な
人が参加し易く、コミュニティ形成が期待できるような、区民が声をあげる場所づくり
が必要。さらに行政等との責任分担の仕組みや情報発信が必要である

•エリアの評価をどう考えるかが検討する必要がある。地価ではなくシビックプライドの
ようなものではないか

•上野と浅草では地域特性が大きく異なることに留意が必要である

•区役所には都市計画や観光など様々な部署があるが、オール台東区としての窓口
が必要である

まちづくりとは

•黒字：まちづくりの活動（内容、
活動主体、場所など）、その他

•緑字：活動にあたっての課題と
対策（支援など）
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第２回意見交換会の振り返り
いただいた主なご意見

•まちの人を対象に、ちょっと手を貸し
たり声をかけたりしてまちでコミュニ
ケーションを取る活動を行っている

•池之端や根津あたりで定休日を活用
してジェラートを販売しながら、コミュ
ニケーションを取る活動（赤ちゃんお
しゃべり会、小学生コラボ、フリーコー
ヒー）を行っている

身近な活動

チーム2

•昔ながらの街並みを保全する活動を
今後やりたい

•環境部会(谷中)での街並み保全活
動を実施している

街並みの保全

•マンション街で土づくりや花、野菜を
育てる活動を実験的に実施しており、
これをきっかけに通りがかりの人と会
話が生まれているので、区民農園、
緑の芝生のある公園があったら今後
活動したい

•サンデークリーンとして、月に一回程
度清掃活動を行い、終わったあとドリ
ンクの時間を楽しんでいる

•マンション単位での防災活動を行って
いる

•根岸地区(3～5丁目)で都市復興訓練
に参加した(発災時の復興まちづくり)

環境・清掃・防災活動

•小学校学区域での子ども情報配信（町会からの支援）を行っ
ている ※文京区も一部対象

•不登校の子、障害のある方など、様々な人に幅広く参加して
ほしいので周知が必要である

•オープンスペースでの開催時の気候の問題（酷暑、雨天など）が
ある。場所の環境や提供などに関する情報発信があるといい

•情報発信について、区のHPの階層が深く見づらい。まちづくりに
関しては外部サイトをつくるなどの支援が区であるといい。老若男
女、誰にでも伝わりやすい広報をするための支援が必要である

• LINEを使っているが、月額料金が必要なることから、区から
の支援があるといい

情報発信

•マンション内コミュニティのきっかけづくりとしてロビーコン
サートを行っている

•マルシェのような、主催側と来場者が分かれるようなイベントは、
つながりや一体感、コミュニケーションが生まれないように感じる。
まちづくりはイベントではなく持続性が重要だと思う

•谷中たいこの会は、子どもが住み続けるまちに貢献できるため、
良いと感じた。子どもが中心となる行事は子どもがこのまちに住
み続けたいという気持ちにつながるため、持続性があると感じる

• PTAのOBの方達などを対象とした小サークルの活動支援を
行っている

•まちづくりカレッジの運営補助を行っている

•マンション内のコミュニティ醸成のためマンションロビーでの
コンサートを仕掛けたいが、その企画を各マンションに提案
するにあたり、活動に対する区の後援がほしい

•区より、様々な活動（活動の周知、備品レンタル代、その他運営
にかかる費用）に対して少額でもいいから資金支援があるといい

•区役所職員(係)で情報共有していないので、行事が重なる

イベント

•都市計画の変更が必要である。用途
地域は商業地域がほとんどであるが、
実際は住宅が主体の地域であるなど
実態と乖離がある。商業地域では容積
率が高いので高層のマンションがどん
どん建っている。地域特性に応じた用
途地域にする必要がある

•分野横断の活動が多いが、区の体制
に横くしとなる所管がない

制度

•町会内の参加にハードルがある。町会
が何をしているか分からない人もいる。
参加する人も少なくなっている

•町会問題は区民部で調整しているが、
別に違う部署をつくるかどうか検討課
題ではないか

•今までの町会をリスペクト（尊敬）しつ
つ、町会に権限を付与しながら活動を
推進したらよい。区は町会に色々なこ
とを頼みすぎている

•昔ながらの街並みを保全する活動に
ついて、文化遺産を残す意見と、古い
物は要らない意見が対立している

•谷中以外の人から、谷中について色々
と言われる。自分たちで保全活動しよう
としても、外部の人から反対意見が
あってうまく進まない場合がある

町会等

•黒字：まちづくりの活動（内容、
活動主体、場所など）、その他

•緑字：活動にあたっての課題と
対策（支援など）
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第２回意見交換会の振り返り
いただいた主なご意見

チーム3

•衰退した商店街がいたるところに増
えている

• オレンジ通りはすたれてしまった。
元々店舗だったところも付置義務駐
車場になってしまったりしている

•商店街を歩くとき、子どもに声をかけても
らえると親としてもうれしいし安心である

•公衆の喫煙所とトイレが圧倒的に少
ない。増やす取組が必要である

•金美観通りも、商店街としてすたれて
しまった

•入谷駅から歩いて家に帰る間の道に、
お店がなくて暗い

コミュニティの中心になる商店街

•西浅草公園で子どもを遊ばせている

•区内にボールを思いっきり投げる場
所がない

•墨田区の方が子育て環境が良いと
感じる。キャッチボールや花火ができ
る公園がある

•区内企業が手持ち花火を配ってくれる
が、その花火をやる場所が区内にない。
町会単位で予約すればスペースの使
用許可をもらえるが、ハードルを感じる

•台東区は住居費が高い

•神社で花火をしたことがある。神主さ
んが許可をくれればできる

•孫がキャッチボールできる場所がな
い。北部はスペースがかなり限られ
ている

•玉姫公園は子供を遊ばせづらい

•人口動態のグラフを見て、台東区は
単身世帯中心であることを実感した。
ファミリーに優しくない地域になって
いる

キャッチボール・花火ができるスペースづくり

• マンションが沢山建っているが、高さ
制限するべきではないか。これまで
見られていた隅田川の花火が見られ
なくなっている

•意外と路地の建物と建物の間から花
火が見やすい

•浅草六区に元々住んでいたが、今はも
う住みやすい環境ではなくなってきた

• テニスをやるのに富士小学校でやっ
ているが、予約をとるのに苦労してい
る。日曜日の日中しか使えない。もっ
と使いやすくしてほしい

•台東区リバーサイドスポーツセンター
は、他区の団体が使ってしまい予約
が取れないこともあった

不便を強いられている居住環境

•青年むつみ会に参加している。活動
をやればやるほど楽しくなってくる

•町会に入ったきっかけは、先輩に
誘ってもらった。声をかけてもらえる
と入りやすい

•普段暮らしていて、町会について知
る機会がない。お金を徴収されると
きだけ意識する

•普段の生活で、町会には入ってなく
ても困らないので、入りたいと思う
きっかけがない

•町会の活動には中学生くらいまでの
子どもは集まってくれる。それ以上
の若者は来てくれないことが課題で
ある

•町会費が集まらなくなってきている。
町会費を払わない企業もいる

•町会に人が居ないので、三社祭の
準備する人が居ない

•町会に参加はしても、今後どうなっ
ていくか、今後が見えない不安感が
ある

•年に１回限りのイベントをやるばかり
では、まちに人は集まらない。次に
つながらない

•子どもが外に転出してしまうと、町会
は衰退してしまう

• これまで町会に参加していない新し
い人を取り入れるために、新しい人
が参加しやすいしくみが必要ではな
いか

• お祭りの時、うるさいと感じてしまう

• ソフトとハード、どちらかでは
なくどちらの活動も大切であ
る

•自分が自ら主体となったり、
誰かの活動に参加したい

• お金の得方が分かりにくい。
補助金（助成金）の支援の
仕組みを分かりやすく伝え
てほしい

•少しスペースがあれば、ま
ずは小さなことから活動を
始められるような仕組みづく
りが重要である

• まちづくりカレッジを通して、
地域のお手伝いをしている。
まちづくりに関する意識を向
上させたい

•地域コミュニティが衰退して
いる。人が居たくなるリラッ
クスできる空間づくりが必要
である

• コロナ前より外国人が増え
すぎている

•民泊が増えているが、隣の
家に住んでいる外国人が住
民か旅行客か分からないと
不安感を覚える

•外から来訪者を受け入れす
ぎなのではないか

•黒字：まちづくりの活動（内容、
活動主体、場所など）、その他

•緑字：活動にあたっての課題と
対策（支援など）
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第２回意見交換会の振り返り
いただいた主なご意見

•地域に数多く存在するお寺を地域に開放するオープンハウスを今
後行いたい

•台東区の歴史を感じられるまちづくりが重要である

•ものづくり、昔からの街並み（古い家を含む）、佐竹商店街の歴史
を守るまちづくりが重要である

•浅草見附がもともとあったことを知らない人が多いため、門を再建
してほしい

•数多くある古い建物に対して、何を残していくかといったルール
（保存方法等）作りが必要

•江戸時代等、歴史的な風景等をVR（仮想現実空間）でみられる様
にするといいのではないか

•昭和感のある街並み保存の支援・補助金制度がほしい

•区の職員がもっと区の歴史や街並みを理解し、文化に対しての意
識レベルを上げるべきではないか

•住んでいる自分の町が変わる必要があるとは思っていない

歴史的価値の保存・再生・活用

チーム4

•昔から住んでいる人と新しく来た人が融合したまちが実現すべき
である

•町会活動を一斉に広報する「町会の日」を作るべきではないか

•地域の魅力を発信する講演会やイベントを開催してほしい

•街歩きワークショップの参加を通して、地域の魅力を発見している

•地域資源の見える化を実現した地域マップの作成（紙とデジタル
の双方からアーカイブ化）が望ましい

•情報発信を行う等、活動への金銭的援助が必要である

地域資源の見える化・発信

•地域住民とのコミュニケーションが取れる機会の創出をすべきである

•若い人に参加してもらいながら、町会のイベントの周知を積極的に
行い、知名度を上げる活動を実施している

•文化人等の有識者と出会う機会がほしい

•地域住民が集まる場を提供してほしい

コミュニケーション創出・若者の参加促進

•浅草橋地区のまちづくり勉強会を3年間継続している

• JR浅草橋駅へのバリアフリー陳情を行っている

•保育園でのイベントやハロウィンイベントを通してこどもたちに楽し
い思いをしてほしい

•他区のまちづくりでの反省を踏まえた仕組みづくりが必要である。
特定企業への利益誘導にならないように、デベロッパー等はまちづ
くり協議会の会員になれないようにしている自治体もある

•防災面で、国の助成が使える制度を使って安心して住める街に
なってほしい

•浅草橋の従来の商売の形が変化して、仕事を継続できない

•昔の浅草橋を支えた人々が年齢を重ね、活力がなくなってきている

その他

•黒字：まちづくりの活動（内容、
活動主体、場所など）、その他

•緑字：活動にあたっての課題と
対策（支援など）



意見交換会の構成

第２回 10/30 第３回 11/20 第４回 12/13

多様な主体による

まちづくりのあり方

について

まちづくり活動に

必要な支援のあり方

について

多様な主体による

まちづくりの進め

方について(予定)

いただいた様々なご意見をもとに、

「まちづくりに係る総合的な条例」を検討・制定

全4回の意見交換会を踏まえたゴール
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第１回 7/18

条例の構成

• まちづくり協議会

• まちづくり活動グループ

• 地域の活動団体 など



まちづくり活動に必要な支援
について

本日のテーマ



• まちづくりの専門家の派遣

• まちづくり活動をしている団体への運営費、
事業費補助

実施している まちづくり活動支援
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その他、台東区社会福祉協議会では、

・プロジェクター等の機材の貸し出し ・情報発信

・打合せスペース利用 ・情報誌へのボランティア募集

掲載 ・公認会計士、税理士等の無料相談 など



地域のまちづくりを支えている例を

見てみましょう

事例をみるポイント

•どんな支援があるのか

•それはどんな体制で行っているのか



まちづくり活動に関する相談窓口
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まちづくり活動支援の例

地域づくりサポートデスク （広島県）

• 広島県内の中山間地域のにぎわい
づくりなどに取り組む人たちの相
談をワンストップで受け付ける総
合相談窓口

• 庁内関係課、県内市町、関係団体、
チーム５００などと連携し、最大
限のサポートを行っています。

• 電話相談 ： ０８２－５１３－２６３７
（広島県庁 中山間地域振興課内） 

• メール相談 ：chiikisupport@pref.hiroshima.jp 
• 窓口相談 ： 広島県庁 南館２階 中山間地域振興課内



まちづくり活動を行う団体への情報共有
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まちづくり活動支援の例

文京区地域活動ポータルサイト「どっとフミコム」（運営：文京区社会福祉協議会）

• 文京区社会福祉協議会が区や地域住民・ボランティア・NPO・企業・
大学等と連携して、新たなつながりを創出し、地域の活性化や地域
課題の解決を図っていくための協働の拠点

• コンテンツ：イベント、お知らせ、ボランティア・スタッフ募集、
区内企業のCSR・CSV情報、活動報告・発行広報物。団体紹介

地域で行われているまちづくり活動の情報発信

イベント団体紹介
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まちづくり活動支援の例

地域まちづくり団体間の交流の機会創出

まちづくり交流会（大田区）

• 地域が連携・協働することで、地域コミュニティの課題解決力である「地域力」
を高めるために、自治会・町会をはじめとする地域活動団体や地域住民との交流
を深めることを目的とした交流会を開催しています。
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まちづくり活動支援の例

まちづくりの専門家の派遣

まちづくりコーディネーター登録制度（横浜市）

第10期 まちづくりコーディネーター登録簿（有効期間：令和4年4月1日～令和8年3月31日）

（以下略）

• 地域のまちづくりに関する知識と経験があるコンサルタント業や建築事務所の方
などをまちづくりコーディネーターとして登録しています。

• まちづくりコーディネーターは、地域まちづくりグループ等の求めに応じ、勉強
会や検討会、まち歩きなどに参加し、地域まちづくり団体の組織化やプランづく
り・ルールづくり、合意形成の方法などについて、助言・指導等を行っています。
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まちづくり活動支援の例

まちづくり活動をしている団体への運営費、事業費補助

世田谷まちづくりファンド（一般財団法人世田谷トラストまちづくり）

• 区民の活動を資金面から支えるしくみとし
て、広く「世田谷の住みよい環境につなが
る」ことを目標に、区民の創意と工夫にあ
ふれた活動の創出に寄与している助成事業
です。（区民参加型ファンド）

• 区民の目線と発想から多様な活動が創出さ
れ、それらの活動は世田谷区の施策にも寄
与しています。

• はじめの一歩部門、まちづくり活動部門、
Ｕ（アンダー）２３チャレンジ部門、つな
がりラボ部門といった、幅広い部門の活動
を対象に助成を行っています。
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まちづくり活動支援の例

市民共創の場づくりと連携促進

ササハタハツ（渋谷区＋民間事業者等）

• 産官学民の多様な人材が参画し、まちの将来像を共有し実現するための場・仕組
み・組織です。

• ササハタハツエリアでの暮らしの質の向上を目的に、関わりたくなる「場所」と
「仲間」があるまちを目指して活動しています。

• ササハタハツまちラボは、ササハタハツエリアビジョンの策定や市民共創プロジェ
クト支援など、暮らしの質やまちの魅力を高める事業を実施・継続しています。

主な実施事業
• ササハタハツピープルまちづくりサポート（ササハピ）
• ササハタハツまちラボ仮拠点の運営
• 388 Area Makers（まちづくりの協議体）
• 仮設FARMコミュニティ支援
• 公共空間×MARCHE
• エリアビジョン策定・更新
• 情報発信

※ササハタハツ：笹塚・幡ヶ谷・初台・本町地域
※ササハタハツまちラボ事務局：渋谷区まちづくり第一課
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まちづくり活動支援の例 まとめ

市民共創の場づくりと連
携促進

まちづくり活動に関する相談
窓口

まちづくり活動を行う団体へ
の情報共有

地域で行われているまちづくり
活動の情報発信

地域まちづくり団体間の交流
の機会創出

まちづくりの専門家の派遣

まちづくり活動をしている団
体への運営費、事業費補助



テーマ別意見交換会（計80分）
⚫ テーマ1

地域で必要な活動とは？

⚫ テーマ2

テーマ１で挙げた活動を実施するために必要な支援は？



基本的なルール
参加にあたってのお願い 

⚫ 他人の発言を傾聴する

⚫ 相手の発言に対して、否定や批判的な発言をしない

⚫ テーマと関係ない発言はしない

⚫ 演説的な長い発言をしないように心がける

⚫ 参加者全員が発表できるように、発言は簡潔に！

⚫ 自分の考えを紙（ポストイット・配布フォーマット
等）に書き、書いたことを順番に発表する
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それぞれのまちづくり活動は、地域の課題解決や、地

域の魅力向上に向けてどのような役割をもつと思いま

すか？

テーマ１

本日議論するテーマ

21

それぞれのまちづくり活動の公共的な役割は？

◆意図：それぞれのまちづくり活動は、地域の課題解決や、地域の魅

力向上にどのように寄与しているかを知りたい。

【振り返り】前回意見交換会では、実際に行われている・行いたい

まちづくり活動を挙げていただきました。
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テーマ１で挙げた活動を実現するためには、

どんな制度や支援があるといいですか？

テーマ２

本日議論するテーマ
テーマ１で挙げた活動を実施するために必要な支援は？

◆意図：まちづくり活動に必要な支援のニーズを知りたい。

⑦市民共創の場づくり？

①相談窓口？

②情報共有？

③情報発信？

④交流の機会？

⑤専門家の派遣？

⑥運営費、事業費補助？

などなど。さらにそれぞれを「どんな相談？」

「どんな交流？」のように掘り下げると？
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（参考）第２回意見交換会（制度や支援等）

チーム1
•マンションでの挨拶励行や、町会のもちつき大会への参加などでつながりを作っている。
その活動を継続していくために、活動場所や活動費用に対して行政サポートやNPO等の
支援余地がある

•マンション住民と商店街・町会との関係は、子どものつながりや集会場の活用で構築しや
すくなるのではないか

交流機会

•まちづくりの目的、誰のためのまちづくりか（観光か住民かなど）を明確にし、様々な人が参加し易く、コミュニティ形成
が期待できるような、区民が声をあげる場所づくりが必要。さらに行政等との責任分担の仕組みや情報発信が必要
である

情報発信

チーム2

•分野横断の活動が多いが、区の体制に横くしとなる所
管がない

•町会問題は区民部で調整しているが、別に違う部署を
つくるかどうか検討課題ではないか

相談窓口

•都市計画の変更が必要である。用途地域は商業地域
がほとんどであるが、実際は住宅が主体の地域である
など実態と乖離がある。商業地域では容積率が高いの
で高層のマンションがどんどん建っている。地域特性に
応じた用途地域にする必要がある

制度
•マンション内のコミュニティ醸成のためマンションロビーでのコンサートを仕掛けたい
が、その企画を各マンションに提案するにあたり、活動に対する区の後援がほしい

•区より、様々な活動（活動の周知、備品レンタル代、その他運営にかかる費用）に対
して少額でもいいから資金支援があるといい

• LINEを使っているが、月額料金が必要なることから、区からの支援があるといい

•区役所職員(係)で情報共有していないので、行事が重なる

•不登校の子、障害のある方など、様々な人に幅広く参加してほしいので周知が必要

•オープンスペースでの開催時の気候の問題（酷暑、雨天など）がある。場所の環境
や提供などに関する情報発信があるといい

•情報発信について、区のHPの階層が深く見づらい。まちづくりに関しては外部サイト
をつくるなどの支援が区であるといい。老若男女、誰にでも伝わりやすい広報をする
ための支援が必要である

運営費、事業費補助

市民共創の場づくり

•区役所には都市計画や観光など
様々な部署があるが、オール台東区
としての窓口が必要である

相談窓口

交流機会 運営費、事業費補助

情報共有 情報発信



•人が居たくなるリラックスできる空間づくりが必要である

•町会に入ったきっかけは、先輩に誘ってもらった。声をかけてもらえ
ると入りやすい

•これまで町会に参加していない新しい人を取り入れるために、新し
い人が参加しやすいしくみが必要ではないか

•神社で花火をしたことがある。神主さんが許可をくれればできる
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チーム3
交流の機会

•数多くある古い建物に対して、何を残していくかといったルール（保
存方法等）作りが必要

•江戸時代等、歴史的な風景等をVR（仮想現実空間）でみられる様
にするといいのではないか

•区の職員がもっと区の歴史や街並みを理解し、文化に対しての意
識レベルを上げるべきではないか

専門家の派遣

チーム4

•地域資源の見える化を実現した地域マップの作成（紙とデジタルの
双方からアーカイブ化）が望ましい

•情報発信を行う等、活動への金銭的援助が必要である

情報発信

•文化人等の有識者と出会う機会がほしい

•地域住民が集まる場を提供してほしい

交流の機会

•他区のまちづくりでの反省を踏まえた仕組みづくりが必要である。
特定企業への利益誘導にならないように、デベロッパー等はまちづ
くり協議会の会員になれないようにしている自治体もある

その他

（参考）第２回意見交換会（制度や支援等）

•防災面で、国の助成が使える制度を使って安心して住める街になっ
てほしい

運営費、事業費補助
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